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み
な
ら
ず
経
済
動
脈
と
し
て
中
米
全
体
に
好
影
響

を
与
え
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

　
二
八
日
の
夜
、
首
都
マ
ナ
グ
ア
に
到
着
し
た
が
、

機
上
か
ら
み
る
マ
ナ
グ
ア
は
七
年
前
と
比
べ
て
光

が
多
い
。
家
々
の
電
気
の
み
な
ら
ず
、
ネ
オ
ン
サ

イ
ン
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
輝
い
て
い
て
光
が

増
え
、
経
済
的
に
発
展
し
た
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

確
か
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
統
計
に
よ
る
と
二
〇
〇
五
年
の

一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
一
四
〇
ド
ル
、
二
〇
一

三
年
は
一
八
四
〇
ド
ル
と
一
・
六
倍
に
な
っ
た
。

飛
行
機
が
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
運

輸
・
イ
ン
フ
ラ
大
臣
と
ア
ラ
ナ
在
京
ニ
カ
ラ
グ
ア

大
使
が
我
々
を
迎
え
て
く
れ
た
の
で
恐
縮
し
た
。

　
翌
日
起
き
て
ホ
テ
ル
か
ら
み
る
と
、
目
前
に
マ

ナ
グ
ア
湖
が
広
が
り
（
写
真
③
参
照
）、
モ
モ
ト

ン
ビ
ー
ト
火
山
が
み
え
た
（
写
真
④
参
照
）。
以

前
は
、
噴
煙
は
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
出
て

い
る
の
が
気
が
か
り
で
あ
っ
た
。
マ
ナ
グ
ア
市
内

を
見
学
し
た
が
、
町
は
車
が
多
く
な
っ
て
い
て
、

ま
た
道
路
に
ゴ
ミ
が
前
よ
り
少
な
く
な
っ
て
き
れ

い
に
な
っ
た
印
象
を
受
け
た
。
ホ
テ
ル
の
近
く
に

あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
に
、
ブ
リ
キ
で
で
き
た
大
き
な

木
の
飾
り
と
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
一
昨
年
亡
く
な
っ

た
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
顔
が
設
置
さ
れ
て
い
た

（
写
真
⑤
参
照
）。
同
国
は
、
石
油
を
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

に
大
量
に
依
存
し
て
い
る
背
景
が
あ
る
。
夜
に
な

る
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
て
明
る
く

き
れ
い
で
あ
る
。
ま
た
他
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
が
生
ん
だ
ボ
ク
シ
ン
グ
の
三
階
級
王

者
に
し
て
マ
ナ
グ
ア
市
長
で
あ
っ
た
ア
レ
ク
シ

ス
・
ア
ル
グ
エ
ジ
ョ
（
二
〇
〇
九
年
自
殺
し
た
と

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
中
米
に
あ
る
。
北
は
ホ
ン
ジ
ュ

ラ
ス
に
、
南
は
コ
ス
タ
リ
カ
に
国
境
を
接
し
て
い

る
人
口
六
一
九
万
人
、
国
土
は
日
本
の
三
四
％
と

い
う
国
で
あ
る
（
地
図
参
照
）。
筆
者
は
こ
の
国

の
日
本
国
大
使
と
し
て
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇

七
年
ま
で
駐
在
し
た
。
昨
年
八
月
二
五
日
に
突
然

在
京
ニ
カ
ラ
グ
ア
大
使
館
か
ら
、
サ
ン
タ
フ
ェ
橋

（
写
真
①
参
照
）
の
開
通
式
を
行
う
の
で
、
斎
藤

伸
一
大
使
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
よ
り
筆
者
の
次

の
大
使
に
任
命
さ
れ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
二
代
続

け
て
ジ
ェ
ト
ロ
関
係
者
が
大
使
を
務
め
た
）
と
一

緒
に
招
待
す
る
か
ら
二
八
日
に
来
て
欲
し
い
と
い

う
連
絡
が
入
っ
た
。
式
典
は
八
月
三
〇
日
と
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
突
然
の
話
で
あ
る
。

こ
の
日
本
の
援
助
案
件
は
筆
者
が
二
〇
〇
六
年
に

現
地
か
ら
東
京
に
申
請
し
て
、国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
何
回
か
事
前
調
査
を
行
い
、〇
九
年

一
二
月
と
一
〇
年
五
月
の
二
回
に
わ
た
り
二
国
間

で
交
換
公
文
が
締
結
さ
れ
た
。
そ
の
交
換
公
文
に

署
名
し
た
の
が
斎
藤
大
使
（
二
〇
〇
七
〜
一
〇
年
）

写真①　サンタフェ橋

で
あ
っ
た
。
橋
の
工
事
は
二
〇
一
二
年
か
ら
行
わ

れ
て
二
〇
一
四
年
四
月
に
完
成
し
た
。

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
火
山
国
で
、
ま
た
ハ
リ
ケ
ー
ン

も
あ
り
災
害
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
道
路
や
通

信
の
イ
ン
フ
ラ
部
門
が
未
整
備
で
あ
っ
た
。
と
く

に
幹
線
道
路
は
琵
琶
湖
の
一
二
倍
と
い
わ
れ
る
ニ

カ
ラ
グ
ア
湖
の
左
岸
太
平
洋
沿
い
を
走
る
「
パ
ン

ア
メ
リ
カ
ン
・
ハ
イ
ウ
エ

イ
」
一
本
し
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
災
害
で
分
断
さ
れ

る
と
、
人
も
物
資
も
同
国

に
迅
速
に
入
れ
な
い
危
険

性
が
大
変
高
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
ニ
カ
ラ

グ
ア
湖
を
挟
ん
で
右
岸
側

に
も
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
作
る

と
い
う
案
は
筆
者
が
行
く

前
か
ら
も
存
在
し
て
い
た
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
湖
は
、
東
南

の
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
と
い
う

町
か
ら
流
れ
出
て
（
写
真

②
参
照
）
サ
ン
フ
ア
ン
河

と
呼
ば
れ
る
長
い

河
と
な
っ
て
カ
リ

ブ
海
に
注
い
で
い

る
。
こ
の
サ
ン
フ

ア
ン
河
に
橋
を
架

け
て
コ
ス
タ
リ
カ

の
国
境
ま
で
の
道

路
を
整
備
す
れ

ば
、
災
害
対
策
の

フォトエッセイ
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い
わ
れ
て
い
る
）
の
肖

像
も
作
ら
れ
て
い
た

（
写
真
⑥
参
照
）。
マ
ナ

グ
ア
か
ら
近
い
活
火
山

の
マ
サ
ヤ
火
山
は
も
う

も
う
と
噴
煙
が
立
ち
あ

が
り
、
以
前
は
火
口
の

な
か
が
覗
け
た
の
で
あ

る
が
、
今
回
は
全
く
見

え
な
か
っ
た
（
写
真
⑦

参
照
）。
モ
モ
ト
ン
ビ
ー

ト
を
含
め
今
年
は
火
山

活
動
が
全
体
的
に
活
発

化
し
て
い
る
ら
し
い
。

　
三
〇
日
（
土
）
は
朝

八
時
半
ま
で
に
飛
行
場

に
行
く
。
軍
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
サ
ン
タ
フ
ェ

橋
ま
で
行
く
そ
う
で
、

同
行
者
は
、
マ
ル
テ
ィ

ネ
ス
大
臣
、
ア
ラ
ナ
在

京
大
使
、
日
本
国
大
使

館
よ
り
佐
藤
正
晴
大
使

ほ
か
二
名
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

事
務
所
よ
り
二
名
、
世

界
銀
行
な
ら
び
に
米
州

開
発
銀
行
当
地
代
表
、

斎
藤
大
使
、
筆
者
等
で

あ
っ
た
。
世
銀
と
米
州

開
銀
が
加
わ
っ
て
い
る

の
は
、
橋
に
繋
が
る
道

路
建
設
に
融
資
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
は
一
時
間
で
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
に
到
着
（
写
真

⑧
参
照
）、
そ
こ
で
給
油
を
し
て
さ
ら
に
一
〇
分

程
サ
ン
フ
ア
ン
河
に
沿
っ
て
東
に
飛
び
サ
ン
タ

フ
ェ
橋
が
見
え
て
き
た
。
上
空
を
旋
回
し
て
く
れ

た
の
で
写
真
が
撮
れ
た
（
写
真
⑨
と
⑩
参
照
）。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
な
ん
と
高
速
道
路
上
に
着
陸
し

た
の
に
は
驚
い
た
。
現
地
で
は
工
事
を
担
当
し
た

間
組
と
セ
ン
ト
ラ
ル
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
関

係
者
の
方
々
も
来
ら
れ
て
い
た
。
な
お
オ
ル
テ
ガ

大
統
領
は
ボ
ナ
ン
ザ
で
発
生
し
た
鉱
夫
の
生
き
埋

め
事
故
対
応
の
た
め
欠
席
と
な
っ
た
。

　
橋
は
四
月
に
完
成
し
た
が
今
ま
で
公
式
に
は
使

用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
日
が
開
通
式
で
あ
っ
た
。

式
典
は
一
一
時
か
ら
始
ま
り
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
大

臣
を
中
心
と
し
て
橋
の
入
口
に
置
か
れ
て
い
た
簡

易
ゲ
ー
ト
を
開
い
て
始
ま
っ
た
。
テ
レ
ビ
局
、
新

聞
社
等
の
報
道
機
関
や
見
学
の
人
々
で
周
辺
は
大

混
乱
で
あ
っ
た
。
橋
は
一
番
高
い
所
で
水
面
よ
り

一
七
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三
六
二
メ
ー
ト
ル
あ
り
パ

ナ
マ
運
河
の
二
つ
の
橋
を
除
け
ば
中
米
最
大
の
橋

で
あ
る
。
日
本
は
こ
れ
に
約
三
〇
億
円
の
無
償
資

金
協
力
を
行
っ
た
。
橋
を
全
部
渡
り
き
る
の
に
二

〇
分
位
か
か
り
真
夏
の
太
陽
光
が
頭
を
直
撃
し
て

毛
の
う
す
い
筆
者
は
痛
く
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た

（
写
真
⑪
参
照
）。
南
側
の
橋
の
欄
干
を
支
え
る
柱

の
と
こ
ろ
に
碑
が
埋
め
込
ん
で
あ
り
日
本
の
援
助

で
で
き
た
両
国
友
好
の
橋
で
あ
る
と
書
い
て
あ
っ

た
（
写
真
⑫
参
照
）。

　
橋
か
ら
コ
ス
タ
リ
カ
国
境
ま
で
舗
装
さ
れ
た
道

路
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
車
で
移
動
し
た
。
周
辺
は

広
大
な
オ
レ
ン
ジ
畑
で
コ
ス
タ
リ
カ
に
輸
出
し
て

ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
い
る
。
国
境
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
側

に
は
税
関
や
パ
ス
ポ
ー
ト
検
査
場
の
新
し
い
建
物

が
で
き
て
い
た
が
、
コ
ス
タ
リ
カ
側
は
そ
う
し
た

新
し
い
施
設
も
な
く
、
道
路
も
荒
れ
た
舗
装
の
ま

ま
で
あ
っ
た
（
写
真
⑬
参
照
）。
両
国
に
は
領
土

問
題
が
あ
り
、
橋
の
経
済
効
果
は
両
国
が
享
受
で

き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
協
調
す
る
話
が
今
ま
で
の

と
こ
ろ
な
か
な
か
進
ま
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
九
月
一
日
の
夜
、
我
々
二
名
に
佐
藤
大

使
を
含
め
て
オ
ル
テ
ガ
大
統
領
に
表
敬
訪
問
す
る

機
会
が
与
え
ら
れ
驚
天
動
地
で
あ
っ
た
。
筆
者
自

身
は
同
氏
と
会
う
の
は
三
回
目
で
あ
っ
た
が
、
外

務
省
で
待
機
し
て
九
時
少
し
前
に
私
邸
に
呼
ば

れ
、
同
国
の
英
雄
サ
ン
デ
ィ
ー
ノ
（
サ
ン
デ
ィ
ニ

ス
タ
の
名
前
の
由
来
）
の
大
き
な
額
が
あ
る
部
屋

で
面
談
し
た
（
写
真
⑭
参
照
）。
筆
者
は
古
稀
の

老
人
な
の
で
失
礼
を
大
目
に
み
て
も
ら
い
、
開
発

の
ア
イ
デ
ア
は
い
つ
で
も
提
供
す
る
の
で
ま
た
呼

ん
で
く
だ
さ
い
と
言
っ
た
ら
大
統
領
は
無
言
で

笑
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
帰
り
際
に
玄
間
の
所

で
「
ま
た
来
年
来
て
く
れ
」
と
返
し
て
き
た
。
サ

ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
の
闘
士
と
し
て
な
ら
し
た
強
面
コ

マ
ン
ダ
ン
テ
・
オ
ル
テ
ガ
で
は
あ
る
が
案
外
冗
談

の
わ
か
る
人
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
最
近
同
国
で
は
運
河
建
設
の
話
が
進
ん
で
い

る
。
水
の
流
れ
、
物
資
・
人
の
流
れ
、
環
境
、
地

政
学
バ
ラ
ン
ス
を
大
き
く
変
え
る
計
画
の
行
方
を

注
意
深
く
見
守
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
最
後
に
政
府

招
待
と
し
て
こ
う
し
た
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂

い
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
政
府
、
特
に
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
大

臣
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

 

 

ホンジュラス 

コスタリカ 

サンカルロス 

サンタフェ橋 

マナグア湖 

マナグア 

ニカラグア湖 

ニカラグアの地図

（出所）http://n.freemap.jp/tp/nicaragua の白地図を
利用して筆者作成。

ニカラグア・サンタフェ橋
開通式に参加して
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み
な
ら
ず
経
済
動
脈
と
し
て
中
米
全
体
に
好
影
響

を
与
え
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

　
二
八
日
の
夜
、
首
都
マ
ナ
グ
ア
に
到
着
し
た
が
、

機
上
か
ら
み
る
マ
ナ
グ
ア
は
七
年
前
と
比
べ
て
光

が
多
い
。
家
々
の
電
気
の
み
な
ら
ず
、
ネ
オ
ン
サ

イ
ン
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
輝
い
て
い
て
光
が

増
え
、
経
済
的
に
発
展
し
た
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

確
か
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
統
計
に
よ
る
と
二
〇
〇
五
年
の

一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
一
四
〇
ド
ル
、
二
〇
一

三
年
は
一
八
四
〇
ド
ル
と
一
・
六
倍
に
な
っ
た
。

飛
行
機
が
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
運

輸
・
イ
ン
フ
ラ
大
臣
と
ア
ラ
ナ
在
京
ニ
カ
ラ
グ
ア

大
使
が
我
々
を
迎
え
て
く
れ
た
の
で
恐
縮
し
た
。

　
翌
日
起
き
て
ホ
テ
ル
か
ら
み
る
と
、
目
前
に
マ

ナ
グ
ア
湖
が
広
が
り
（
写
真
③
参
照
）、
モ
モ
ト

ン
ビ
ー
ト
火
山
が
み
え
た
（
写
真
④
参
照
）。
以

前
は
、
噴
煙
は
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
出
て

い
る
の
が
気
が
か
り
で
あ
っ
た
。
マ
ナ
グ
ア
市
内

を
見
学
し
た
が
、
町
は
車
が
多
く
な
っ
て
い
て
、

ま
た
道
路
に
ゴ
ミ
が
前
よ
り
少
な
く
な
っ
て
き
れ

い
に
な
っ
た
印
象
を
受
け
た
。
ホ
テ
ル
の
近
く
に

あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
に
、
ブ
リ
キ
で
で
き
た
大
き
な

木
の
飾
り
と
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
一
昨
年
亡
く
な
っ

た
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
顔
が
設
置
さ
れ
て
い
た

（
写
真
⑤
参
照
）。
同
国
は
、
石
油
を
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

に
大
量
に
依
存
し
て
い
る
背
景
が
あ
る
。
夜
に
な

る
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
て
明
る
く

き
れ
い
で
あ
る
。
ま
た
他
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
が
生
ん
だ
ボ
ク
シ
ン
グ
の
三
階
級
王

者
に
し
て
マ
ナ
グ
ア
市
長
で
あ
っ
た
ア
レ
ク
シ

ス
・
ア
ル
グ
エ
ジ
ョ
（
二
〇
〇
九
年
自
殺
し
た
と

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
中
米
に
あ
る
。
北
は
ホ
ン
ジ
ュ

ラ
ス
に
、
南
は
コ
ス
タ
リ
カ
に
国
境
を
接
し
て
い

る
人
口
六
一
九
万
人
、
国
土
は
日
本
の
三
四
％
と

い
う
国
で
あ
る
（
地
図
参
照
）。
筆
者
は
こ
の
国

の
日
本
国
大
使
と
し
て
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇

七
年
ま
で
駐
在
し
た
。
昨
年
八
月
二
五
日
に
突
然

在
京
ニ
カ
ラ
グ
ア
大
使
館
か
ら
、
サ
ン
タ
フ
ェ
橋

（
写
真
①
参
照
）
の
開
通
式
を
行
う
の
で
、
斎
藤

伸
一
大
使
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
よ
り
筆
者
の
次

の
大
使
に
任
命
さ
れ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
二
代
続

け
て
ジ
ェ
ト
ロ
関
係
者
が
大
使
を
務
め
た
）
と
一

緒
に
招
待
す
る
か
ら
二
八
日
に
来
て
欲
し
い
と
い

う
連
絡
が
入
っ
た
。
式
典
は
八
月
三
〇
日
と
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
突
然
の
話
で
あ
る
。

こ
の
日
本
の
援
助
案
件
は
筆
者
が
二
〇
〇
六
年
に

現
地
か
ら
東
京
に
申
請
し
て
、国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
何
回
か
事
前
調
査
を
行
い
、〇
九
年

一
二
月
と
一
〇
年
五
月
の
二
回
に
わ
た
り
二
国
間

で
交
換
公
文
が
締
結
さ
れ
た
。
そ
の
交
換
公
文
に

署
名
し
た
の
が
斎
藤
大
使
（
二
〇
〇
七
〜
一
〇
年
）

で
あ
っ
た
。
橋
の
工
事
は
二
〇
一
二
年
か
ら
行
わ

れ
て
二
〇
一
四
年
四
月
に
完
成
し
た
。

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
火
山
国
で
、
ま
た
ハ
リ
ケ
ー
ン

も
あ
り
災
害
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
道
路
や
通

信
の
イ
ン
フ
ラ
部
門
が
未
整
備
で
あ
っ
た
。
と
く

に
幹
線
道
路
は
琵
琶
湖
の
一
二
倍
と
い
わ
れ
る
ニ

カ
ラ
グ
ア
湖
の
左
岸
太
平
洋
沿
い
を
走
る
「
パ
ン

ア
メ
リ
カ
ン
・
ハ
イ
ウ
エ

イ
」
一
本
し
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
災
害
で
分
断
さ
れ

る
と
、
人
も
物
資
も
同
国

に
迅
速
に
入
れ
な
い
危
険

性
が
大
変
高
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
ニ
カ
ラ

グ
ア
湖
を
挟
ん
で
右
岸
側

に
も
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
作
る

と
い
う
案
は
筆
者
が
行
く

前
か
ら
も
存
在
し
て
い
た
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
湖
は
、
東
南

の
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
と
い
う

町
か
ら
流
れ
出
て
（
写
真

②
参
照
）
サ
ン
フ
ア
ン
河

と
呼
ば
れ
る
長
い

河
と
な
っ
て
カ
リ

ブ
海
に
注
い
で
い

る
。
こ
の
サ
ン
フ

ア
ン
河
に
橋
を
架

け
て
コ
ス
タ
リ
カ

の
国
境
ま
で
の
道

路
を
整
備
す
れ

ば
、
災
害
対
策
の

い
わ
れ
て
い
る
）
の
肖

像
も
作
ら
れ
て
い
た

（
写
真
⑥
参
照
）。
マ
ナ

グ
ア
か
ら
近
い
活
火
山

の
マ
サ
ヤ
火
山
は
も
う

も
う
と
噴
煙
が
立
ち
あ

が
り
、
以
前
は
火
口
の

な
か
が
覗
け
た
の
で
あ

る
が
、
今
回
は
全
く
見

え
な
か
っ
た
（
写
真
⑦

参
照
）。
モ
モ
ト
ン
ビ
ー

ト
を
含
め
今
年
は
火
山

活
動
が
全
体
的
に
活
発

化
し
て
い
る
ら
し
い
。

　
三
〇
日
（
土
）
は
朝

八
時
半
ま
で
に
飛
行
場

に
行
く
。
軍
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
サ
ン
タ
フ
ェ

橋
ま
で
行
く
そ
う
で
、

同
行
者
は
、
マ
ル
テ
ィ

ネ
ス
大
臣
、
ア
ラ
ナ
在

京
大
使
、
日
本
国
大
使

館
よ
り
佐
藤
正
晴
大
使

ほ
か
二
名
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

事
務
所
よ
り
二
名
、
世

界
銀
行
な
ら
び
に
米
州

開
発
銀
行
当
地
代
表
、

斎
藤
大
使
、
筆
者
等
で

あ
っ
た
。
世
銀
と
米
州

開
銀
が
加
わ
っ
て
い
る

の
は
、
橋
に
繋
が
る
道

路
建
設
に
融
資
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
は
一
時
間
で
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
に
到
着
（
写
真

⑧
参
照
）、
そ
こ
で
給
油
を
し
て
さ
ら
に
一
〇
分

程
サ
ン
フ
ア
ン
河
に
沿
っ
て
東
に
飛
び
サ
ン
タ

フ
ェ
橋
が
見
え
て
き
た
。
上
空
を
旋
回
し
て
く
れ

た
の
で
写
真
が
撮
れ
た
（
写
真
⑨
と
⑩
参
照
）。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
な
ん
と
高
速
道
路
上
に
着
陸
し

た
の
に
は
驚
い
た
。
現
地
で
は
工
事
を
担
当
し
た

間
組
と
セ
ン
ト
ラ
ル
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
関

係
者
の
方
々
も
来
ら
れ
て
い
た
。
な
お
オ
ル
テ
ガ

大
統
領
は
ボ
ナ
ン
ザ
で
発
生
し
た
鉱
夫
の
生
き
埋

め
事
故
対
応
の
た
め
欠
席
と
な
っ
た
。

　
橋
は
四
月
に
完
成
し
た
が
今
ま
で
公
式
に
は
使

用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
日
が
開
通
式
で
あ
っ
た
。

式
典
は
一
一
時
か
ら
始
ま
り
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
大

臣
を
中
心
と
し
て
橋
の
入
口
に
置
か
れ
て
い
た
簡

易
ゲ
ー
ト
を
開
い
て
始
ま
っ
た
。
テ
レ
ビ
局
、
新

聞
社
等
の
報
道
機
関
や
見
学
の
人
々
で
周
辺
は
大

混
乱
で
あ
っ
た
。
橋
は
一
番
高
い
所
で
水
面
よ
り

一
七
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三
六
二
メ
ー
ト
ル
あ
り
パ

ナ
マ
運
河
の
二
つ
の
橋
を
除
け
ば
中
米
最
大
の
橋

で
あ
る
。
日
本
は
こ
れ
に
約
三
〇
億
円
の
無
償
資

金
協
力
を
行
っ
た
。
橋
を
全
部
渡
り
き
る
の
に
二

〇
分
位
か
か
り
真
夏
の
太
陽
光
が
頭
を
直
撃
し
て

毛
の
う
す
い
筆
者
は
痛
く
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た

（
写
真
⑪
参
照
）。
南
側
の
橋
の
欄
干
を
支
え
る
柱

の
と
こ
ろ
に
碑
が
埋
め
込
ん
で
あ
り
日
本
の
援
助

で
で
き
た
両
国
友
好
の
橋
で
あ
る
と
書
い
て
あ
っ

た
（
写
真
⑫
参
照
）。

　
橋
か
ら
コ
ス
タ
リ
カ
国
境
ま
で
舗
装
さ
れ
た
道

路
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
車
で
移
動
し
た
。
周
辺
は

広
大
な
オ
レ
ン
ジ
畑
で
コ
ス
タ
リ
カ
に
輸
出
し
て

ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
い
る
。
国
境
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
側

に
は
税
関
や
パ
ス
ポ
ー
ト
検
査
場
の
新
し
い
建
物

が
で
き
て
い
た
が
、
コ
ス
タ
リ
カ
側
は
そ
う
し
た

新
し
い
施
設
も
な
く
、
道
路
も
荒
れ
た
舗
装
の
ま

ま
で
あ
っ
た
（
写
真
⑬
参
照
）。
両
国
に
は
領
土

問
題
が
あ
り
、
橋
の
経
済
効
果
は
両
国
が
享
受
で

き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
協
調
す
る
話
が
今
ま
で
の

と
こ
ろ
な
か
な
か
進
ま
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
九
月
一
日
の
夜
、
我
々
二
名
に
佐
藤
大

使
を
含
め
て
オ
ル
テ
ガ
大
統
領
に
表
敬
訪
問
す
る

機
会
が
与
え
ら
れ
驚
天
動
地
で
あ
っ
た
。
筆
者
自

身
は
同
氏
と
会
う
の
は
三
回
目
で
あ
っ
た
が
、
外

務
省
で
待
機
し
て
九
時
少
し
前
に
私
邸
に
呼
ば

れ
、
同
国
の
英
雄
サ
ン
デ
ィ
ー
ノ
（
サ
ン
デ
ィ
ニ

ス
タ
の
名
前
の
由
来
）
の
大
き
な
額
が
あ
る
部
屋

で
面
談
し
た
（
写
真
⑭
参
照
）。
筆
者
は
古
稀
の

老
人
な
の
で
失
礼
を
大
目
に
み
て
も
ら
い
、
開
発

の
ア
イ
デ
ア
は
い
つ
で
も
提
供
す
る
の
で
ま
た
呼

ん
で
く
だ
さ
い
と
言
っ
た
ら
大
統
領
は
無
言
で

笑
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
帰
り
際
に
玄
間
の
所

で
「
ま
た
来
年
来
て
く
れ
」
と
返
し
て
き
た
。
サ

ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
の
闘
士
と
し
て
な
ら
し
た
強
面
コ

マ
ン
ダ
ン
テ
・
オ
ル
テ
ガ
で
は
あ
る
が
案
外
冗
談

の
わ
か
る
人
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
最
近
同
国
で
は
運
河
建
設
の
話
が
進
ん
で
い

る
。
水
の
流
れ
、
物
資
・
人
の
流
れ
、
環
境
、
地

政
学
バ
ラ
ン
ス
を
大
き
く
変
え
る
計
画
の
行
方
を

注
意
深
く
見
守
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
最
後
に
政
府

招
待
と
し
て
こ
う
し
た
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂

い
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
政
府
、
特
に
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
大

臣
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

写真⑥　アルグエジョ市長を記念して

写真⑦　火口が見えないマサヤ火山

写真⑧　給油中のロシア製ヘリコプター

写真⑨　サンタフェ側から見た橋

み
な
ら
ず
経
済
動
脈
と
し
て
中
米
全
体
に
好
影
響

を
与
え
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

　
二
八
日
の
夜
、
首
都
マ
ナ
グ
ア
に
到
着
し
た
が
、

機
上
か
ら
み
る
マ
ナ
グ
ア
は
七
年
前
と
比
べ
て
光

が
多
い
。
家
々
の
電
気
の
み
な
ら
ず
、
ネ
オ
ン
サ

イ
ン
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
輝
い
て
い
て
光
が

増
え
、
経
済
的
に
発
展
し
た
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

確
か
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
統
計
に
よ
る
と
二
〇
〇
五
年
の

一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
一
四
〇
ド
ル
、
二
〇
一

三
年
は
一
八
四
〇
ド
ル
と
一
・
六
倍
に
な
っ
た
。

飛
行
機
が
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
運

輸
・
イ
ン
フ
ラ
大
臣
と
ア
ラ
ナ
在
京
ニ
カ
ラ
グ
ア

大
使
が
我
々
を
迎
え
て
く
れ
た
の
で
恐
縮
し
た
。

　
翌
日
起
き
て
ホ
テ
ル
か
ら
み
る
と
、
目
前
に
マ

ナ
グ
ア
湖
が
広
が
り
（
写
真
③
参
照
）、
モ
モ
ト

ン
ビ
ー
ト
火
山
が
み
え
た
（
写
真
④
参
照
）。
以

前
は
、
噴
煙
は
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
出
て

い
る
の
が
気
が
か
り
で
あ
っ
た
。
マ
ナ
グ
ア
市
内

を
見
学
し
た
が
、
町
は
車
が
多
く
な
っ
て
い
て
、

ま
た
道
路
に
ゴ
ミ
が
前
よ
り
少
な
く
な
っ
て
き
れ

い
に
な
っ
た
印
象
を
受
け
た
。
ホ
テ
ル
の
近
く
に

あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
に
、
ブ
リ
キ
で
で
き
た
大
き
な

木
の
飾
り
と
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
一
昨
年
亡
く
な
っ

た
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
顔
が
設
置
さ
れ
て
い
た

（
写
真
⑤
参
照
）。
同
国
は
、
石
油
を
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

に
大
量
に
依
存
し
て
い
る
背
景
が
あ
る
。
夜
に
な

る
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
て
明
る
く

き
れ
い
で
あ
る
。
ま
た
他
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
が
生
ん
だ
ボ
ク
シ
ン
グ
の
三
階
級
王

者
に
し
て
マ
ナ
グ
ア
市
長
で
あ
っ
た
ア
レ
ク
シ

ス
・
ア
ル
グ
エ
ジ
ョ
（
二
〇
〇
九
年
自
殺
し
た
と

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
中
米
に
あ
る
。
北
は
ホ
ン
ジ
ュ

ラ
ス
に
、
南
は
コ
ス
タ
リ
カ
に
国
境
を
接
し
て
い

る
人
口
六
一
九
万
人
、
国
土
は
日
本
の
三
四
％
と

い
う
国
で
あ
る
（
地
図
参
照
）。
筆
者
は
こ
の
国

の
日
本
国
大
使
と
し
て
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇

七
年
ま
で
駐
在
し
た
。
昨
年
八
月
二
五
日
に
突
然

在
京
ニ
カ
ラ
グ
ア
大
使
館
か
ら
、
サ
ン
タ
フ
ェ
橋

（
写
真
①
参
照
）
の
開
通
式
を
行
う
の
で
、
斎
藤

伸
一
大
使
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
よ
り
筆
者
の
次

の
大
使
に
任
命
さ
れ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
二
代
続

け
て
ジ
ェ
ト
ロ
関
係
者
が
大
使
を
務
め
た
）
と
一

緒
に
招
待
す
る
か
ら
二
八
日
に
来
て
欲
し
い
と
い

う
連
絡
が
入
っ
た
。
式
典
は
八
月
三
〇
日
と
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
突
然
の
話
で
あ
る
。

こ
の
日
本
の
援
助
案
件
は
筆
者
が
二
〇
〇
六
年
に

現
地
か
ら
東
京
に
申
請
し
て
、国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
何
回
か
事
前
調
査
を
行
い
、〇
九
年

一
二
月
と
一
〇
年
五
月
の
二
回
に
わ
た
り
二
国
間

で
交
換
公
文
が
締
結
さ
れ
た
。
そ
の
交
換
公
文
に

署
名
し
た
の
が
斎
藤
大
使
（
二
〇
〇
七
〜
一
〇
年
）

で
あ
っ
た
。
橋
の
工
事
は
二
〇
一
二
年
か
ら
行
わ

れ
て
二
〇
一
四
年
四
月
に
完
成
し
た
。

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
火
山
国
で
、
ま
た
ハ
リ
ケ
ー
ン

も
あ
り
災
害
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
道
路
や
通

信
の
イ
ン
フ
ラ
部
門
が
未
整
備
で
あ
っ
た
。
と
く

に
幹
線
道
路
は
琵
琶
湖
の
一
二
倍
と
い
わ
れ
る
ニ

カ
ラ
グ
ア
湖
の
左
岸
太
平
洋
沿
い
を
走
る
「
パ
ン

ア
メ
リ
カ
ン
・
ハ
イ
ウ
エ

イ
」
一
本
し
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
災
害
で
分
断
さ
れ

る
と
、
人
も
物
資
も
同
国

に
迅
速
に
入
れ
な
い
危
険

性
が
大
変
高
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
ニ
カ
ラ

グ
ア
湖
を
挟
ん
で
右
岸
側

に
も
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
作
る

と
い
う
案
は
筆
者
が
行
く

前
か
ら
も
存
在
し
て
い
た
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
湖
は
、
東
南

の
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
と
い
う

町
か
ら
流
れ
出
て
（
写
真

②
参
照
）
サ
ン
フ
ア
ン
河

と
呼
ば
れ
る
長
い

河
と
な
っ
て
カ
リ

ブ
海
に
注
い
で
い

る
。
こ
の
サ
ン
フ

ア
ン
河
に
橋
を
架

け
て
コ
ス
タ
リ
カ

の
国
境
ま
で
の
道

路
を
整
備
す
れ

ば
、
災
害
対
策
の

い
わ
れ
て
い
る
）
の
肖

像
も
作
ら
れ
て
い
た

（
写
真
⑥
参
照
）。
マ
ナ

グ
ア
か
ら
近
い
活
火
山

の
マ
サ
ヤ
火
山
は
も
う

も
う
と
噴
煙
が
立
ち
あ

が
り
、
以
前
は
火
口
の

な
か
が
覗
け
た
の
で
あ

る
が
、
今
回
は
全
く
見

え
な
か
っ
た
（
写
真
⑦

参
照
）。
モ
モ
ト
ン
ビ
ー

ト
を
含
め
今
年
は
火
山

活
動
が
全
体
的
に
活
発

化
し
て
い
る
ら
し
い
。

　
三
〇
日
（
土
）
は
朝

八
時
半
ま
で
に
飛
行
場

に
行
く
。
軍
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
サ
ン
タ
フ
ェ

橋
ま
で
行
く
そ
う
で
、

同
行
者
は
、
マ
ル
テ
ィ

ネ
ス
大
臣
、
ア
ラ
ナ
在

京
大
使
、
日
本
国
大
使

館
よ
り
佐
藤
正
晴
大
使

ほ
か
二
名
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

事
務
所
よ
り
二
名
、
世

界
銀
行
な
ら
び
に
米
州

開
発
銀
行
当
地
代
表
、

斎
藤
大
使
、
筆
者
等
で

あ
っ
た
。
世
銀
と
米
州

開
銀
が
加
わ
っ
て
い
る

の
は
、
橋
に
繋
が
る
道

路
建
設
に
融
資
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
は
一
時
間
で
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
に
到
着
（
写
真

⑧
参
照
）、
そ
こ
で
給
油
を
し
て
さ
ら
に
一
〇
分

程
サ
ン
フ
ア
ン
河
に
沿
っ
て
東
に
飛
び
サ
ン
タ

フ
ェ
橋
が
見
え
て
き
た
。
上
空
を
旋
回
し
て
く
れ

た
の
で
写
真
が
撮
れ
た
（
写
真
⑨
と
⑩
参
照
）。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
な
ん
と
高
速
道
路
上
に
着
陸
し

た
の
に
は
驚
い
た
。
現
地
で
は
工
事
を
担
当
し
た

間
組
と
セ
ン
ト
ラ
ル
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
関

係
者
の
方
々
も
来
ら
れ
て
い
た
。
な
お
オ
ル
テ
ガ

大
統
領
は
ボ
ナ
ン
ザ
で
発
生
し
た
鉱
夫
の
生
き
埋

め
事
故
対
応
の
た
め
欠
席
と
な
っ
た
。

　
橋
は
四
月
に
完
成
し
た
が
今
ま
で
公
式
に
は
使

用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
日
が
開
通
式
で
あ
っ
た
。

式
典
は
一
一
時
か
ら
始
ま
り
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
大

臣
を
中
心
と
し
て
橋
の
入
口
に
置
か
れ
て
い
た
簡

易
ゲ
ー
ト
を
開
い
て
始
ま
っ
た
。
テ
レ
ビ
局
、
新

聞
社
等
の
報
道
機
関
や
見
学
の
人
々
で
周
辺
は
大

混
乱
で
あ
っ
た
。
橋
は
一
番
高
い
所
で
水
面
よ
り

一
七
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三
六
二
メ
ー
ト
ル
あ
り
パ

ナ
マ
運
河
の
二
つ
の
橋
を
除
け
ば
中
米
最
大
の
橋

で
あ
る
。
日
本
は
こ
れ
に
約
三
〇
億
円
の
無
償
資

金
協
力
を
行
っ
た
。
橋
を
全
部
渡
り
き
る
の
に
二

〇
分
位
か
か
り
真
夏
の
太
陽
光
が
頭
を
直
撃
し
て

毛
の
う
す
い
筆
者
は
痛
く
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た

（
写
真
⑪
参
照
）。
南
側
の
橋
の
欄
干
を
支
え
る
柱

の
と
こ
ろ
に
碑
が
埋
め
込
ん
で
あ
り
日
本
の
援
助

で
で
き
た
両
国
友
好
の
橋
で
あ
る
と
書
い
て
あ
っ

た
（
写
真
⑫
参
照
）。

　
橋
か
ら
コ
ス
タ
リ
カ
国
境
ま
で
舗
装
さ
れ
た
道

路
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
車
で
移
動
し
た
。
周
辺
は

広
大
な
オ
レ
ン
ジ
畑
で
コ
ス
タ
リ
カ
に
輸
出
し
て

ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
い
る
。
国
境
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
側

に
は
税
関
や
パ
ス
ポ
ー
ト
検
査
場
の
新
し
い
建
物

が
で
き
て
い
た
が
、
コ
ス
タ
リ
カ
側
は
そ
う
し
た

新
し
い
施
設
も
な
く
、
道
路
も
荒
れ
た
舗
装
の
ま

ま
で
あ
っ
た
（
写
真
⑬
参
照
）。
両
国
に
は
領
土

問
題
が
あ
り
、
橋
の
経
済
効
果
は
両
国
が
享
受
で

き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
協
調
す
る
話
が
今
ま
で
の

と
こ
ろ
な
か
な
か
進
ま
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
九
月
一
日
の
夜
、
我
々
二
名
に
佐
藤
大

使
を
含
め
て
オ
ル
テ
ガ
大
統
領
に
表
敬
訪
問
す
る

機
会
が
与
え
ら
れ
驚
天
動
地
で
あ
っ
た
。
筆
者
自

身
は
同
氏
と
会
う
の
は
三
回
目
で
あ
っ
た
が
、
外

務
省
で
待
機
し
て
九
時
少
し
前
に
私
邸
に
呼
ば

れ
、
同
国
の
英
雄
サ
ン
デ
ィ
ー
ノ
（
サ
ン
デ
ィ
ニ

ス
タ
の
名
前
の
由
来
）
の
大
き
な
額
が
あ
る
部
屋

で
面
談
し
た
（
写
真
⑭
参
照
）。
筆
者
は
古
稀
の

老
人
な
の
で
失
礼
を
大
目
に
み
て
も
ら
い
、
開
発

の
ア
イ
デ
ア
は
い
つ
で
も
提
供
す
る
の
で
ま
た
呼

ん
で
く
だ
さ
い
と
言
っ
た
ら
大
統
領
は
無
言
で

笑
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
帰
り
際
に
玄
間
の
所

で
「
ま
た
来
年
来
て
く
れ
」
と
返
し
て
き
た
。
サ

ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
の
闘
士
と
し
て
な
ら
し
た
強
面
コ

マ
ン
ダ
ン
テ
・
オ
ル
テ
ガ
で
は
あ
る
が
案
外
冗
談

の
わ
か
る
人
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
最
近
同
国
で
は
運
河
建
設
の
話
が
進
ん
で
い

る
。
水
の
流
れ
、
物
資
・
人
の
流
れ
、
環
境
、
地

政
学
バ
ラ
ン
ス
を
大
き
く
変
え
る
計
画
の
行
方
を

注
意
深
く
見
守
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
最
後
に
政
府

招
待
と
し
て
こ
う
し
た
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂

い
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
政
府
、
特
に
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
大

臣
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

写真②　サンカルロスの町とサンフアン河の出発点 写真③　マナグアとマナグア湖

写真⑤　チャベス大統領と木の飾り

写真④　噴煙を上げるモモトンビート



35　　アジ研ワールド・トレンド No.235（2015. 5）

み
な
ら
ず
経
済
動
脈
と
し
て
中
米
全
体
に
好
影
響

を
与
え
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

　
二
八
日
の
夜
、
首
都
マ
ナ
グ
ア
に
到
着
し
た
が
、

機
上
か
ら
み
る
マ
ナ
グ
ア
は
七
年
前
と
比
べ
て
光

が
多
い
。
家
々
の
電
気
の
み
な
ら
ず
、
ネ
オ
ン
サ

イ
ン
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
輝
い
て
い
て
光
が

増
え
、
経
済
的
に
発
展
し
た
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

確
か
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
統
計
に
よ
る
と
二
〇
〇
五
年
の

一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
一
四
〇
ド
ル
、
二
〇
一

三
年
は
一
八
四
〇
ド
ル
と
一
・
六
倍
に
な
っ
た
。

飛
行
機
が
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
運

輸
・
イ
ン
フ
ラ
大
臣
と
ア
ラ
ナ
在
京
ニ
カ
ラ
グ
ア

大
使
が
我
々
を
迎
え
て
く
れ
た
の
で
恐
縮
し
た
。

　
翌
日
起
き
て
ホ
テ
ル
か
ら
み
る
と
、
目
前
に
マ

ナ
グ
ア
湖
が
広
が
り
（
写
真
③
参
照
）、
モ
モ
ト

ン
ビ
ー
ト
火
山
が
み
え
た
（
写
真
④
参
照
）。
以

前
は
、
噴
煙
は
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
出
て

い
る
の
が
気
が
か
り
で
あ
っ
た
。
マ
ナ
グ
ア
市
内

を
見
学
し
た
が
、
町
は
車
が
多
く
な
っ
て
い
て
、

ま
た
道
路
に
ゴ
ミ
が
前
よ
り
少
な
く
な
っ
て
き
れ

い
に
な
っ
た
印
象
を
受
け
た
。
ホ
テ
ル
の
近
く
に

あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
に
、
ブ
リ
キ
で
で
き
た
大
き
な

木
の
飾
り
と
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
一
昨
年
亡
く
な
っ

た
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
顔
が
設
置
さ
れ
て
い
た

（
写
真
⑤
参
照
）。
同
国
は
、
石
油
を
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

に
大
量
に
依
存
し
て
い
る
背
景
が
あ
る
。
夜
に
な

る
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
て
明
る
く

き
れ
い
で
あ
る
。
ま
た
他
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
が
生
ん
だ
ボ
ク
シ
ン
グ
の
三
階
級
王

者
に
し
て
マ
ナ
グ
ア
市
長
で
あ
っ
た
ア
レ
ク
シ

ス
・
ア
ル
グ
エ
ジ
ョ
（
二
〇
〇
九
年
自
殺
し
た
と

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
中
米
に
あ
る
。
北
は
ホ
ン
ジ
ュ

ラ
ス
に
、
南
は
コ
ス
タ
リ
カ
に
国
境
を
接
し
て
い

る
人
口
六
一
九
万
人
、
国
土
は
日
本
の
三
四
％
と

い
う
国
で
あ
る
（
地
図
参
照
）。
筆
者
は
こ
の
国

の
日
本
国
大
使
と
し
て
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇

七
年
ま
で
駐
在
し
た
。
昨
年
八
月
二
五
日
に
突
然

在
京
ニ
カ
ラ
グ
ア
大
使
館
か
ら
、
サ
ン
タ
フ
ェ
橋

（
写
真
①
参
照
）
の
開
通
式
を
行
う
の
で
、
斎
藤

伸
一
大
使
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
よ
り
筆
者
の
次

の
大
使
に
任
命
さ
れ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
二
代
続

け
て
ジ
ェ
ト
ロ
関
係
者
が
大
使
を
務
め
た
）
と
一

緒
に
招
待
す
る
か
ら
二
八
日
に
来
て
欲
し
い
と
い

う
連
絡
が
入
っ
た
。
式
典
は
八
月
三
〇
日
と
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
突
然
の
話
で
あ
る
。

こ
の
日
本
の
援
助
案
件
は
筆
者
が
二
〇
〇
六
年
に

現
地
か
ら
東
京
に
申
請
し
て
、国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
何
回
か
事
前
調
査
を
行
い
、〇
九
年

一
二
月
と
一
〇
年
五
月
の
二
回
に
わ
た
り
二
国
間

で
交
換
公
文
が
締
結
さ
れ
た
。
そ
の
交
換
公
文
に

署
名
し
た
の
が
斎
藤
大
使
（
二
〇
〇
七
〜
一
〇
年
）

で
あ
っ
た
。
橋
の
工
事
は
二
〇
一
二
年
か
ら
行
わ

れ
て
二
〇
一
四
年
四
月
に
完
成
し
た
。

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
火
山
国
で
、
ま
た
ハ
リ
ケ
ー
ン

も
あ
り
災
害
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
道
路
や
通

信
の
イ
ン
フ
ラ
部
門
が
未
整
備
で
あ
っ
た
。
と
く

に
幹
線
道
路
は
琵
琶
湖
の
一
二
倍
と
い
わ
れ
る
ニ

カ
ラ
グ
ア
湖
の
左
岸
太
平
洋
沿
い
を
走
る
「
パ
ン

ア
メ
リ
カ
ン
・
ハ
イ
ウ
エ

イ
」
一
本
し
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
災
害
で
分
断
さ
れ

る
と
、
人
も
物
資
も
同
国

に
迅
速
に
入
れ
な
い
危
険

性
が
大
変
高
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
ニ
カ
ラ

グ
ア
湖
を
挟
ん
で
右
岸
側

に
も
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
作
る

と
い
う
案
は
筆
者
が
行
く

前
か
ら
も
存
在
し
て
い
た
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
湖
は
、
東
南

の
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
と
い
う

町
か
ら
流
れ
出
て
（
写
真

②
参
照
）
サ
ン
フ
ア
ン
河

と
呼
ば
れ
る
長
い

河
と
な
っ
て
カ
リ

ブ
海
に
注
い
で
い

る
。
こ
の
サ
ン
フ

ア
ン
河
に
橋
を
架

け
て
コ
ス
タ
リ
カ

の
国
境
ま
で
の
道

路
を
整
備
す
れ

ば
、
災
害
対
策
の

い
わ
れ
て
い
る
）
の
肖

像
も
作
ら
れ
て
い
た

（
写
真
⑥
参
照
）。
マ
ナ

グ
ア
か
ら
近
い
活
火
山

の
マ
サ
ヤ
火
山
は
も
う

も
う
と
噴
煙
が
立
ち
あ

が
り
、
以
前
は
火
口
の

な
か
が
覗
け
た
の
で
あ

る
が
、
今
回
は
全
く
見

え
な
か
っ
た
（
写
真
⑦

参
照
）。
モ
モ
ト
ン
ビ
ー

ト
を
含
め
今
年
は
火
山

活
動
が
全
体
的
に
活
発

化
し
て
い
る
ら
し
い
。

　
三
〇
日
（
土
）
は
朝

八
時
半
ま
で
に
飛
行
場

に
行
く
。
軍
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
サ
ン
タ
フ
ェ

橋
ま
で
行
く
そ
う
で
、

同
行
者
は
、
マ
ル
テ
ィ

ネ
ス
大
臣
、
ア
ラ
ナ
在

京
大
使
、
日
本
国
大
使

館
よ
り
佐
藤
正
晴
大
使

ほ
か
二
名
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

事
務
所
よ
り
二
名
、
世

界
銀
行
な
ら
び
に
米
州

開
発
銀
行
当
地
代
表
、

斎
藤
大
使
、
筆
者
等
で

あ
っ
た
。
世
銀
と
米
州

開
銀
が
加
わ
っ
て
い
る

の
は
、
橋
に
繋
が
る
道

路
建
設
に
融
資
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
は
一
時
間
で
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
に
到
着
（
写
真

⑧
参
照
）、
そ
こ
で
給
油
を
し
て
さ
ら
に
一
〇
分

程
サ
ン
フ
ア
ン
河
に
沿
っ
て
東
に
飛
び
サ
ン
タ

フ
ェ
橋
が
見
え
て
き
た
。
上
空
を
旋
回
し
て
く
れ

た
の
で
写
真
が
撮
れ
た
（
写
真
⑨
と
⑩
参
照
）。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
な
ん
と
高
速
道
路
上
に
着
陸
し

た
の
に
は
驚
い
た
。
現
地
で
は
工
事
を
担
当
し
た

間
組
と
セ
ン
ト
ラ
ル
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
関

係
者
の
方
々
も
来
ら
れ
て
い
た
。
な
お
オ
ル
テ
ガ

大
統
領
は
ボ
ナ
ン
ザ
で
発
生
し
た
鉱
夫
の
生
き
埋

め
事
故
対
応
の
た
め
欠
席
と
な
っ
た
。

　
橋
は
四
月
に
完
成
し
た
が
今
ま
で
公
式
に
は
使

用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
日
が
開
通
式
で
あ
っ
た
。

式
典
は
一
一
時
か
ら
始
ま
り
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
大

臣
を
中
心
と
し
て
橋
の
入
口
に
置
か
れ
て
い
た
簡

易
ゲ
ー
ト
を
開
い
て
始
ま
っ
た
。
テ
レ
ビ
局
、
新

聞
社
等
の
報
道
機
関
や
見
学
の
人
々
で
周
辺
は
大

混
乱
で
あ
っ
た
。
橋
は
一
番
高
い
所
で
水
面
よ
り

一
七
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三
六
二
メ
ー
ト
ル
あ
り
パ

ナ
マ
運
河
の
二
つ
の
橋
を
除
け
ば
中
米
最
大
の
橋

で
あ
る
。
日
本
は
こ
れ
に
約
三
〇
億
円
の
無
償
資

金
協
力
を
行
っ
た
。
橋
を
全
部
渡
り
き
る
の
に
二

〇
分
位
か
か
り
真
夏
の
太
陽
光
が
頭
を
直
撃
し
て

毛
の
う
す
い
筆
者
は
痛
く
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た

（
写
真
⑪
参
照
）。
南
側
の
橋
の
欄
干
を
支
え
る
柱

の
と
こ
ろ
に
碑
が
埋
め
込
ん
で
あ
り
日
本
の
援
助

で
で
き
た
両
国
友
好
の
橋
で
あ
る
と
書
い
て
あ
っ

た
（
写
真
⑫
参
照
）。

　
橋
か
ら
コ
ス
タ
リ
カ
国
境
ま
で
舗
装
さ
れ
た
道

路
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
車
で
移
動
し
た
。
周
辺
は

広
大
な
オ
レ
ン
ジ
畑
で
コ
ス
タ
リ
カ
に
輸
出
し
て

ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
い
る
。
国
境
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
側

に
は
税
関
や
パ
ス
ポ
ー
ト
検
査
場
の
新
し
い
建
物

が
で
き
て
い
た
が
、
コ
ス
タ
リ
カ
側
は
そ
う
し
た

新
し
い
施
設
も
な
く
、
道
路
も
荒
れ
た
舗
装
の
ま

ま
で
あ
っ
た
（
写
真
⑬
参
照
）。
両
国
に
は
領
土

問
題
が
あ
り
、
橋
の
経
済
効
果
は
両
国
が
享
受
で

き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
協
調
す
る
話
が
今
ま
で
の

と
こ
ろ
な
か
な
か
進
ま
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
九
月
一
日
の
夜
、
我
々
二
名
に
佐
藤
大

使
を
含
め
て
オ
ル
テ
ガ
大
統
領
に
表
敬
訪
問
す
る

機
会
が
与
え
ら
れ
驚
天
動
地
で
あ
っ
た
。
筆
者
自

身
は
同
氏
と
会
う
の
は
三
回
目
で
あ
っ
た
が
、
外

務
省
で
待
機
し
て
九
時
少
し
前
に
私
邸
に
呼
ば

れ
、
同
国
の
英
雄
サ
ン
デ
ィ
ー
ノ
（
サ
ン
デ
ィ
ニ

ス
タ
の
名
前
の
由
来
）
の
大
き
な
額
が
あ
る
部
屋

で
面
談
し
た
（
写
真
⑭
参
照
）。
筆
者
は
古
稀
の

老
人
な
の
で
失
礼
を
大
目
に
み
て
も
ら
い
、
開
発

の
ア
イ
デ
ア
は
い
つ
で
も
提
供
す
る
の
で
ま
た
呼

ん
で
く
だ
さ
い
と
言
っ
た
ら
大
統
領
は
無
言
で

笑
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
帰
り
際
に
玄
間
の
所

で
「
ま
た
来
年
来
て
く
れ
」
と
返
し
て
き
た
。
サ

ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
の
闘
士
と
し
て
な
ら
し
た
強
面
コ

マ
ン
ダ
ン
テ
・
オ
ル
テ
ガ
で
は
あ
る
が
案
外
冗
談

の
わ
か
る
人
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
最
近
同
国
で
は
運
河
建
設
の
話
が
進
ん
で
い

る
。
水
の
流
れ
、
物
資
・
人
の
流
れ
、
環
境
、
地

政
学
バ
ラ
ン
ス
を
大
き
く
変
え
る
計
画
の
行
方
を

注
意
深
く
見
守
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
最
後
に
政
府

招
待
と
し
て
こ
う
し
た
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂

い
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
政
府
、
特
に
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
大

臣
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

写真⑥　アルグエジョ市長を記念して

写真⑦　火口が見えないマサヤ火山

写真⑧　給油中のロシア製ヘリコプター

写真⑨　サンタフェ側から見た橋
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み
な
ら
ず
経
済
動
脈
と
し
て
中
米
全
体
に
好
影
響

を
与
え
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

　
二
八
日
の
夜
、
首
都
マ
ナ
グ
ア
に
到
着
し
た
が
、

機
上
か
ら
み
る
マ
ナ
グ
ア
は
七
年
前
と
比
べ
て
光

が
多
い
。
家
々
の
電
気
の
み
な
ら
ず
、
ネ
オ
ン
サ

イ
ン
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
輝
い
て
い
て
光
が

増
え
、
経
済
的
に
発
展
し
た
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

確
か
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
統
計
に
よ
る
と
二
〇
〇
五
年
の

一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
一
四
〇
ド
ル
、
二
〇
一

三
年
は
一
八
四
〇
ド
ル
と
一
・
六
倍
に
な
っ
た
。

飛
行
機
が
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
運

輸
・
イ
ン
フ
ラ
大
臣
と
ア
ラ
ナ
在
京
ニ
カ
ラ
グ
ア

大
使
が
我
々
を
迎
え
て
く
れ
た
の
で
恐
縮
し
た
。

　
翌
日
起
き
て
ホ
テ
ル
か
ら
み
る
と
、
目
前
に
マ

ナ
グ
ア
湖
が
広
が
り
（
写
真
③
参
照
）、
モ
モ
ト

ン
ビ
ー
ト
火
山
が
み
え
た
（
写
真
④
参
照
）。
以

前
は
、
噴
煙
は
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
出
て

い
る
の
が
気
が
か
り
で
あ
っ
た
。
マ
ナ
グ
ア
市
内

を
見
学
し
た
が
、
町
は
車
が
多
く
な
っ
て
い
て
、

ま
た
道
路
に
ゴ
ミ
が
前
よ
り
少
な
く
な
っ
て
き
れ

い
に
な
っ
た
印
象
を
受
け
た
。
ホ
テ
ル
の
近
く
に

あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
に
、
ブ
リ
キ
で
で
き
た
大
き
な

木
の
飾
り
と
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
一
昨
年
亡
く
な
っ

た
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
顔
が
設
置
さ
れ
て
い
た

（
写
真
⑤
参
照
）。
同
国
は
、
石
油
を
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

に
大
量
に
依
存
し
て
い
る
背
景
が
あ
る
。
夜
に
な

る
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
て
明
る
く

き
れ
い
で
あ
る
。
ま
た
他
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
が
生
ん
だ
ボ
ク
シ
ン
グ
の
三
階
級
王

者
に
し
て
マ
ナ
グ
ア
市
長
で
あ
っ
た
ア
レ
ク
シ

ス
・
ア
ル
グ
エ
ジ
ョ
（
二
〇
〇
九
年
自
殺
し
た
と

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
中
米
に
あ
る
。
北
は
ホ
ン
ジ
ュ

ラ
ス
に
、
南
は
コ
ス
タ
リ
カ
に
国
境
を
接
し
て
い

る
人
口
六
一
九
万
人
、
国
土
は
日
本
の
三
四
％
と

い
う
国
で
あ
る
（
地
図
参
照
）。
筆
者
は
こ
の
国

の
日
本
国
大
使
と
し
て
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇

七
年
ま
で
駐
在
し
た
。
昨
年
八
月
二
五
日
に
突
然

在
京
ニ
カ
ラ
グ
ア
大
使
館
か
ら
、
サ
ン
タ
フ
ェ
橋

（
写
真
①
参
照
）
の
開
通
式
を
行
う
の
で
、
斎
藤

伸
一
大
使
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
よ
り
筆
者
の
次

の
大
使
に
任
命
さ
れ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
二
代
続

け
て
ジ
ェ
ト
ロ
関
係
者
が
大
使
を
務
め
た
）
と
一

緒
に
招
待
す
る
か
ら
二
八
日
に
来
て
欲
し
い
と
い

う
連
絡
が
入
っ
た
。
式
典
は
八
月
三
〇
日
と
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
突
然
の
話
で
あ
る
。

こ
の
日
本
の
援
助
案
件
は
筆
者
が
二
〇
〇
六
年
に

現
地
か
ら
東
京
に
申
請
し
て
、国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
何
回
か
事
前
調
査
を
行
い
、〇
九
年

一
二
月
と
一
〇
年
五
月
の
二
回
に
わ
た
り
二
国
間

で
交
換
公
文
が
締
結
さ
れ
た
。
そ
の
交
換
公
文
に

署
名
し
た
の
が
斎
藤
大
使
（
二
〇
〇
七
〜
一
〇
年
）

かがみ　みつひろ／帝京大学経済学部客員教授

1943 年生まれ。1967 年国際基督教大学卒、アジア経済研究所入所。
2000 年 JETRO 理事。03 年ニカラグア日本国大使。07 年 JETRO・バンコク研究センター
所長。11 年帝京大学教授、現在客員教授。

で
あ
っ
た
。
橋
の
工
事
は
二
〇
一
二
年
か
ら
行
わ

れ
て
二
〇
一
四
年
四
月
に
完
成
し
た
。

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
火
山
国
で
、
ま
た
ハ
リ
ケ
ー
ン

も
あ
り
災
害
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
道
路
や
通

信
の
イ
ン
フ
ラ
部
門
が
未
整
備
で
あ
っ
た
。
と
く

に
幹
線
道
路
は
琵
琶
湖
の
一
二
倍
と
い
わ
れ
る
ニ

カ
ラ
グ
ア
湖
の
左
岸
太
平
洋
沿
い
を
走
る
「
パ
ン

ア
メ
リ
カ
ン
・
ハ
イ
ウ
エ

イ
」
一
本
し
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
災
害
で
分
断
さ
れ

る
と
、
人
も
物
資
も
同
国

に
迅
速
に
入
れ
な
い
危
険

性
が
大
変
高
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
ニ
カ
ラ

グ
ア
湖
を
挟
ん
で
右
岸
側

に
も
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
作
る

と
い
う
案
は
筆
者
が
行
く

前
か
ら
も
存
在
し
て
い
た
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
湖
は
、
東
南

の
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
と
い
う

町
か
ら
流
れ
出
て
（
写
真

②
参
照
）
サ
ン
フ
ア
ン
河

と
呼
ば
れ
る
長
い

河
と
な
っ
て
カ
リ

ブ
海
に
注
い
で
い

る
。
こ
の
サ
ン
フ

ア
ン
河
に
橋
を
架

け
て
コ
ス
タ
リ
カ

の
国
境
ま
で
の
道

路
を
整
備
す
れ

ば
、
災
害
対
策
の

い
わ
れ
て
い
る
）
の
肖

像
も
作
ら
れ
て
い
た

（
写
真
⑥
参
照
）。
マ
ナ

グ
ア
か
ら
近
い
活
火
山

の
マ
サ
ヤ
火
山
は
も
う

も
う
と
噴
煙
が
立
ち
あ

が
り
、
以
前
は
火
口
の

な
か
が
覗
け
た
の
で
あ

る
が
、
今
回
は
全
く
見

え
な
か
っ
た
（
写
真
⑦

参
照
）。
モ
モ
ト
ン
ビ
ー

ト
を
含
め
今
年
は
火
山

活
動
が
全
体
的
に
活
発

化
し
て
い
る
ら
し
い
。

　
三
〇
日
（
土
）
は
朝

八
時
半
ま
で
に
飛
行
場

に
行
く
。
軍
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
サ
ン
タ
フ
ェ

橋
ま
で
行
く
そ
う
で
、

同
行
者
は
、
マ
ル
テ
ィ

ネ
ス
大
臣
、
ア
ラ
ナ
在

京
大
使
、
日
本
国
大
使

館
よ
り
佐
藤
正
晴
大
使

ほ
か
二
名
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

事
務
所
よ
り
二
名
、
世

界
銀
行
な
ら
び
に
米
州

開
発
銀
行
当
地
代
表
、

斎
藤
大
使
、
筆
者
等
で

あ
っ
た
。
世
銀
と
米
州

開
銀
が
加
わ
っ
て
い
る

の
は
、
橋
に
繋
が
る
道

路
建
設
に
融
資
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
は
一
時
間
で
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
に
到
着
（
写
真

⑧
参
照
）、
そ
こ
で
給
油
を
し
て
さ
ら
に
一
〇
分

程
サ
ン
フ
ア
ン
河
に
沿
っ
て
東
に
飛
び
サ
ン
タ

フ
ェ
橋
が
見
え
て
き
た
。
上
空
を
旋
回
し
て
く
れ

た
の
で
写
真
が
撮
れ
た
（
写
真
⑨
と
⑩
参
照
）。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
な
ん
と
高
速
道
路
上
に
着
陸
し

た
の
に
は
驚
い
た
。
現
地
で
は
工
事
を
担
当
し
た

間
組
と
セ
ン
ト
ラ
ル
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
関

係
者
の
方
々
も
来
ら
れ
て
い
た
。
な
お
オ
ル
テ
ガ

大
統
領
は
ボ
ナ
ン
ザ
で
発
生
し
た
鉱
夫
の
生
き
埋

め
事
故
対
応
の
た
め
欠
席
と
な
っ
た
。

　
橋
は
四
月
に
完
成
し
た
が
今
ま
で
公
式
に
は
使

用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
日
が
開
通
式
で
あ
っ
た
。

式
典
は
一
一
時
か
ら
始
ま
り
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
大

臣
を
中
心
と
し
て
橋
の
入
口
に
置
か
れ
て
い
た
簡

易
ゲ
ー
ト
を
開
い
て
始
ま
っ
た
。
テ
レ
ビ
局
、
新

聞
社
等
の
報
道
機
関
や
見
学
の
人
々
で
周
辺
は
大

混
乱
で
あ
っ
た
。
橋
は
一
番
高
い
所
で
水
面
よ
り

一
七
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三
六
二
メ
ー
ト
ル
あ
り
パ

ナ
マ
運
河
の
二
つ
の
橋
を
除
け
ば
中
米
最
大
の
橋

で
あ
る
。
日
本
は
こ
れ
に
約
三
〇
億
円
の
無
償
資

金
協
力
を
行
っ
た
。
橋
を
全
部
渡
り
き
る
の
に
二

〇
分
位
か
か
り
真
夏
の
太
陽
光
が
頭
を
直
撃
し
て

毛
の
う
す
い
筆
者
は
痛
く
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た

（
写
真
⑪
参
照
）。
南
側
の
橋
の
欄
干
を
支
え
る
柱

の
と
こ
ろ
に
碑
が
埋
め
込
ん
で
あ
り
日
本
の
援
助

で
で
き
た
両
国
友
好
の
橋
で
あ
る
と
書
い
て
あ
っ

た
（
写
真
⑫
参
照
）。

　
橋
か
ら
コ
ス
タ
リ
カ
国
境
ま
で
舗
装
さ
れ
た
道

路
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
車
で
移
動
し
た
。
周
辺
は

広
大
な
オ
レ
ン
ジ
畑
で
コ
ス
タ
リ
カ
に
輸
出
し
て

ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
い
る
。
国
境
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
側

に
は
税
関
や
パ
ス
ポ
ー
ト
検
査
場
の
新
し
い
建
物

が
で
き
て
い
た
が
、
コ
ス
タ
リ
カ
側
は
そ
う
し
た

新
し
い
施
設
も
な
く
、
道
路
も
荒
れ
た
舗
装
の
ま

ま
で
あ
っ
た
（
写
真
⑬
参
照
）。
両
国
に
は
領
土

問
題
が
あ
り
、
橋
の
経
済
効
果
は
両
国
が
享
受
で

き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
協
調
す
る
話
が
今
ま
で
の

と
こ
ろ
な
か
な
か
進
ま
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
九
月
一
日
の
夜
、
我
々
二
名
に
佐
藤
大

使
を
含
め
て
オ
ル
テ
ガ
大
統
領
に
表
敬
訪
問
す
る

機
会
が
与
え
ら
れ
驚
天
動
地
で
あ
っ
た
。
筆
者
自

身
は
同
氏
と
会
う
の
は
三
回
目
で
あ
っ
た
が
、
外

務
省
で
待
機
し
て
九
時
少
し
前
に
私
邸
に
呼
ば

れ
、
同
国
の
英
雄
サ
ン
デ
ィ
ー
ノ
（
サ
ン
デ
ィ
ニ

ス
タ
の
名
前
の
由
来
）
の
大
き
な
額
が
あ
る
部
屋

で
面
談
し
た
（
写
真
⑭
参
照
）。
筆
者
は
古
稀
の

老
人
な
の
で
失
礼
を
大
目
に
み
て
も
ら
い
、
開
発

の
ア
イ
デ
ア
は
い
つ
で
も
提
供
す
る
の
で
ま
た
呼

ん
で
く
だ
さ
い
と
言
っ
た
ら
大
統
領
は
無
言
で

笑
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
帰
り
際
に
玄
間
の
所

で
「
ま
た
来
年
来
て
く
れ
」
と
返
し
て
き
た
。
サ

ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
の
闘
士
と
し
て
な
ら
し
た
強
面
コ

マ
ン
ダ
ン
テ
・
オ
ル
テ
ガ
で
は
あ
る
が
案
外
冗
談

の
わ
か
る
人
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
最
近
同
国
で
は
運
河
建
設
の
話
が
進
ん
で
い

る
。
水
の
流
れ
、
物
資
・
人
の
流
れ
、
環
境
、
地

政
学
バ
ラ
ン
ス
を
大
き
く
変
え
る
計
画
の
行
方
を

注
意
深
く
見
守
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
最
後
に
政
府

招
待
と
し
て
こ
う
し
た
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂

い
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
政
府
、
特
に
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
大

臣
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

写真⑪　橋の上で記念撮影

写真⑫　両国友好の碑（2014 年 4月完成）

写真⑬　鉄条網の向こうはコスタリカ

写真⑭　オルテガ大統領と（左から佐藤在マナグア大使、オルテガ大統領、
斎藤大使、筆者）

写真⑩　河を横切るサンタフェ橋


